
　

千
葉
県
の
平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
案
は
、
総
額
で
対
前
年
比
１
・
９
％
増
の

１
兆
６
１
４
３
億
１
千
３
百
万
円
を
計
上
、

千
葉
県
の
予
算
規
模
と
し
て
は
過
去
最
大

と
な
り
ま
し
た
。
自
由
民
主
党
千
葉
県
議

会
議
員
会
は
、
県
民
生
活
重
視
の
立
場
か

ら
最
重
点
要
望
を
取
り
ま
と
め
、
森
田
知

事
と
協
議
の
も
と
、
新
年
度
予
算
案
に
反

映
さ
せ
ま
し
た
。
予
算
案
が
上
程
さ
れ
た

２
月
県
議
会
で
は
、
遠
藤
澄
夫
政
務
調
査

会
長
が
党
と
し
て
の
代
表
質
問
を
行
い
、
本

会
議
場
で
の
採
決
で
、
同
予
算
案
は
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、「
県
内
経
済
の
活
性
化
」

「
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
の
確
立
」「
子
ど
も
・

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
充
実
」「
医
療
・
福

祉
の
充
実
」
を
重
点
と
し
、
県
民
生
活
を
支

援
す
る
諸
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
民
党
議
員
会
は
１
年
が
か
り

で
独
自
に
研
究
し
て
き
た
「
千
葉
県
い
じ
め

防
止
対
策
推
進
条
例
」
を
県
議
会
に
議
員
発

議
案
と
し
て
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
定
例
県
議
会
は
、新
年
度

の
千
葉
県
の
一
般
会
計
当
初
予
算

案
な
ど
96
議
案
を
審
議
し
、本
会

議
並
び
に
予
算
委
員
会
、各
常
任

委
員
会
で
慎
重
に
審
議
し
て
き

ま
し
た
。ま
た
、
自
民
党
県
議
会

議
員
会
は
、
県
の
予
算
編
成
作
業

に
先
立
ち
、
20
項
目
の
最
重
点
要

望
を
取
り
ま
と
め
、
平
成
26
年
度

予
算
案
に
盛
り
込
む
よ
う
県
に

対
し
要
望
し
ま
し
た
。

　

議
員
会
の
要
望
事
項
は
、
私
学

経
常
費
助
成
に
つ
い
て
は
全
国
平

均
を
目
標
と
す
る
予
算
額
の
確

保
、
救
急
医
療
の
充
実
と
医
師
等

不
足
へ
の
対
応
、
子
育
て
支
援
と

高
齢
者
福
祉
の
充
実
、中
小
企
業

の
振
興
と
県
経
済
の
活
性
化
、
雇

用
対
策
の
強
化
、
観
光
振
興
な
ど

を
挙
げ
、
い
ず
れ
も
当
初
予
算
に

し
っ
か
り
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
森
田
知
事
の

掲
げ
る「
く
ら
し
満
足
度
日
本
一
」

の
実
現
に
向
け
、

〇
総
合
計
画
「
新　

輝
け
！
ち

ば
元
気
プ
ラ
ン
」
の
３
つ
の
基

本
目
標
で
あ
る
「
安
全
で
豊

か
な
暮
ら
し
の
実
現
」「
千
葉

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
育

成
」「
経
済
の
活
性
化
と
交
流

基
盤
の
整
備
」
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
。

〇
国
の
補
正
予
算
を
積
極
的
に

活
用
し
、
平
成
25
年
度
２
月

補
正
予
算
と
一
体
で
切
れ
目
の

な
い
予
算
と
し
、
県
内
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
。

〇
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見
直

し
や
県
税
徴
収
対
策
の
充
実
・

強
化
な
ど
の
歳
入
確
保
に
取

組
み
、
持
続
可
能
な
財
政
構

造
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
。

　

―

を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

ち
ば
自
民
党
は
、
小
中
学
校
の

教
育
現
場
を
中
心
に
、全
国
各
地

で
報
告
さ
れ
て
い
る
い
じ
め
問
題

を
深
刻
に
受
け
止
め
、
昨
年
か
ら

党
内
の
教
育
研
究
会
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
い
じ

め
対
策
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
い
じ
め
問
題

が
社
会
問
題
化
す
る
き
っ
か
け
と

も
な
っ
た
滋
賀
県
大
津
市
へ
視
察

に
訪
れ
、
中
学
生
が
い
じ
め
に

よ
っ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
ま

で
の
経
緯
や
、
学
校
並
び
に
教
育

委
員
会
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
調

査
す
る
と
と
も
に
、
教
育
関
係
者

ら
と
の
意
見
交
換
も
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
年
が
か
り
で
党

と
し
て
の
「
千
葉
県
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
条
例
」
を
ま
と
め
、
２

月
県
議
会
に
議
員
自
ら
が
提
案

者
と
な
る
議
員
発
議
案
と
し
て

条
例
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。広

範
な
議
論
の
末
、
自
民
党
の
提
案

は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
全
23
条
で
構
成

さ
れ
、
大
津
い
じ
め
自
殺
事
件
の

後
、
国
が
制
定
し
た
「
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
」を
踏
ま
え
、
千

葉
県
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と

を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
い
じ

め
の
発
生
防
止
及
び
発
生
し
た

い
じ
め
へ
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

条
例
は
、
県
の
責
務
、
市
町
村

の
役
割
、
学
校
及
び
教
職
員
並
び

に
保
護
者
の
役
割
な
ど
を
規
定

し
、
相
談
や
情
報
収
集
体
制
の
充

実
、
予
防
及
び
早
期
発
見
な
ど
の

条
文
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
が
過
去
最
大
規

模
と
な
っ
た
の
は
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
景
気
回
復
基
調
に
よ
っ
て
、

法
人
２
税
が
大
幅
に
増
収
と
な

る
見
込
み
で
あ
る
ほ
か
、
４
月
か

ら
の
消
費
増
税
に
伴
う
県
の
税

収
増
が
お
よ
そ
３
４
２
億
円
と

想
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
歳

入
の
42
・
２
％
を
占
め
る
県
税

が
前
年
度
比
５
４
０
億
円
（
８
・

６
％
）
と
大
幅
に
増
加
す
る
見
込

み
で
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
急
激
な
高
齢

化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
年
々
増
加

す
る
社
会
保
障
費
が
１
３
４
億

円
（
６
％
）
増
の
２
３
７
１
億

円
に
膨
ら
み
、
歳
出
全
体
の

14
・
７
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
道
路

や
河
川
海
岸
改
修
な
ど
の
公
共

事
業
費
が
22
億
円
増
え
る
も
の
の
、

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
事
業
が
一

段
落
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
全
体
で

は
25
億
円
（
１
・
７
％
）
減
の
１

４
８
０
億
円
が
計
上
さ
れ
、歳
出

全
体
で
は
９
・
１
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
財

政
健
全
化
計
画
に
基
づ
く
新
年

度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
人
件

費
の
抑
制
・
退
職
手
当
の
支
給

水
準
の
段
階
的
な
引
き
下
げ
な

ど
に
よ
っ
て
１
４
６
億
円
を
確
保
。

補
助
金
の
精
査
や
経
費
の
節
減

な
ど
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
見

直
し
で
40
億
円
が
節
減
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
税
収
面
で
は
徴
収
対
策

の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
42
億
円
の

税
収
確
保
を
図
る
計
画
で
す
。

い
じ
め
防
止
条
例
を
制
定

い
じ
め
防
止
条
例
を
制
定

い
じ
め
防
止
条
例
を
制
定

歳
入
と
歳
出

歳
入
と
歳
出

歳
入
と
歳
出

財
政
健
全
化

財
政
健
全
化

財
政
健
全
化
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新年度県の当初予算案を可決新年度県の当初予算案を可決
 一般会計総額 １兆６１４３億１３百万円一般会計総額 １兆６１４３億１３百万円 自

民
党
の
予
算
要
望
を
反
映

自
民
党
の
予
算
要
望
を
反
映

安
全
・
安
心
な
ど
重
点
配
分

安
全
・
安
心
な
ど
重
点
配
分

歳　入

歳入総額
1兆6,143億
13百万円

法人関係税
7.1％

個人県民税
16.5％

地方消費税
8.9％

その他
9.7％

県税
42.2％

地方譲与税
5.3％

地方交付税
9.6％

使用量・手数料
1.4％

国庫支出金
10.2％

諸収入
13.8％

貸付金
11.8％

補助金負担金
交付金
11.7％

税関係交付金
5.9％

公債費
12.2％

社会保障費
14.7％

人件費
35.3％

警察職員
7.3％

一般職員
4.2％

教育職員
23.8％

その他
3.2％

物件費
2.0％

投資的経費
9.1％

県債
14.7％

その他
2.8％

歳出総額
1兆6,143億
13百万円

歳　出
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地域の声を県政へ届けます地域の声を県政へ届けます

自
由
民
主
党
千
葉
県
議
会
議
員
会

自
由
民
主
党
千
葉
県
議
会
議
員
会

自
由
民
主
党
千
葉
県
議
会
議
員
会

　

自
由
民
主
党
千
葉
県

議
会
議
員
会
は
、
県
民

の
目
線
か
ら
県
政
の
監

視
役
を
務
め
る
と
と
も

に
、
県
民
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
し
っ
か
り
と

県
政
に
届
け
る
た
め
議

会
活
動
に
邁
進
し
て
い

ま
す
。
総
勢
53
名
の
議

員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
、
県
政
与
党
と
し

て
県
民
と
県
政
の
パ
イ

プ
役
と
な
り
、
引
き
続

き
そ
の
重
責
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
議
員
の
紹
介
は
、順
不
同
）本清　秀雄

（松戸市）

宍倉　　登
（千葉市花見川区）

小高　伸太
（勝浦市・夷隅郡）

本間　　進
（千葉市中央区）

阿部　紘一
（千葉市稲毛区）

岡村　泰明
（四街道市）

遠藤　澄夫
（香取郡）

宇野　　裕
（匝瑳市）

田中　宗隆
（白井市）

佐藤　正己
（習志野市）

伊藤　　勲
（富里市）

山口　　登
（いすみ市）

𠮷本　　充
（富津市）

阿井　伸也
（大網白里市）

石橋　清孝
（東金市）

皆川　輝夫
（鎌ヶ谷市）

木名瀬捷司
（野田市）

鈴木　昌俊
（市原市）

山中　　操
（千葉市若葉区）

石毛　之行
（銚子市）

信田　光保
（銚子市）

西田三十五
（佐倉市）

佐野　　彰
（千葉市中央区）

臼井　正一
（千葉市美浜区）

中台　良男
（四街道市）

大松　重和
（旭　市）

瀧田　敏幸
（印西市）

松下　浩明
（山武市）

内田　悦嗣
（浦安市）

武田　正光
（流山市）

林　　幹人
（成田市）

鶴岡　宏祥
（茂原市）

山本　義一
（八街市）

斉藤　　守
（船橋市）

實川　　隆
（山武郡）

村上　純丈
（習志野市）

木村　哲也
（船橋市）

中沢　裕隆
（柏　市）

坂下しげき
（市川市）

関　　政幸
（千葉市緑区）

小池　正昭
（成田市）

秋山　光章
（館山市）

今井　　勝
（我孫子市）

木下　敬二
（南房総市・安房郡）

江野澤吉克
（袖ヶ浦市）

鈴木　　衛
（市川市）

亀田　郁夫
（鴨川市）

伊藤　昌弘
（佐倉市）

伊藤　和男
（香取市）

浜田　穂積
（柏　市）

酒井　茂英
（長生郡）

川名　寛章
（君津市）

河上　　茂
（松戸市）
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